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定
障
害
福
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サ
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ス
の
事
業
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の
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備
及
び
運
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す
る
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行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 
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障
害
福
祉
課
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一

〇
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

　

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 
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則
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一
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課
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規　
　
　

則

　

行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
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五
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日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
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〇
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規
則
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十
二
号

　
　
　

行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
十
二
条
第
一
項
の
表
宮
城
県
仙
台
中
央
県
税
事
務
所
の
項
中
「
平
成
二
丁
目
」
の
下
に
「
、
町
前
一
丁
目
」
を
、

「
南
目
立
」
の
下
に
「
、
宮
内
一
丁
目
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
三
号

　
　
　

 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成

二
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
八
十
条
第
三
項
第
一
号
中
「
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
」
を
「
通
い
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
九
十
三
号
。
以
下
「
指
定
通
所
支

援
等
基
準
条
例
」
と
い
う
。）
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー

ビ
ス
若
し
く
は
指
定
通
所
支
援
等
基
準
条
例
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
指
定
通
所
支
援
等
基
準
条
例
第

二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
」
に
、「
障

害
者
」
を
「
障
害
者
及
び
障
害
児
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
」
を
「
通
い
サ
ー

ビ
ス
、
指
定
通
所
支
援
等
基
準
条
例
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
と
み
な
さ
れ
る
通
い

サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
指
定
通
所
支
援
等
基
準
条
例
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
指
定
通
所
支
援
等
基
準
条

例
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
」
に
、

「
障
害
者
」
を
「
障
害
者
及
び
障
害
児
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
四
号

　
　
　

 
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

　

指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年

宮
城
県
規
則
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

目
次
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
条
の
二
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
八
条
中
「
第
二
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

宮　　城　　県　　公　　報

発　　　　行
宮 城 県
（総務部私学文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）



号外第46号　平成25年10月10日　木曜日 （2）
　

第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
の
」
を
「
当
該
指
定
生
活
介
護
事
業
所
の
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
二
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
」
を
「
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
規
定
に
よ
り
」
の
下
に
「
指
定
通
所
介
護
事
業
所
が
」
を
加
え
、「
第
二
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
一
項

及
び
第
四
項
」
に
、「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
」
を
「
指
定
通
所
介
護
事
業
所
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
関
す
る
特
例
）

第
五
十
条
の
二　

条
例
第
二
十
四
条
の
二
の
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
登
録
定
員
（
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

の
登
録
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
六
年
厚
生

労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。）
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
登
録
者
を
い
う
。）
の
数
と
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
九
十
五
号
。
以
下
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
条
例
」

と
い
う
。）
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
生
活
介
護
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
、
条
例
第

二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
条
例
第
三
十

六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規

制
事
業
に
係
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
二
号
。
以

下
「
特
区
省
令
」
と
い
う
。）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
立
訓
練
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
当
該
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
登
録
を
受
け
た
障
害
者
及
び
障
害
児
の
数
の
合
計
数
の

上
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
を
二
十
五
人
以
下
と
す
る
こ
と
。

　

二 　

当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
通
い
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
定
員
（
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
の
通
い
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
数
と
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
条
例
第
三
十
五
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
生
活
介
護
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
、
条
例
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り

基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
条
例
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
条
例
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
又

は
特
区
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
立
訓
練
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
障
害
者
及
び
障

害
児
の
数
の
合
計
数
の
一
日
当
た
り
の
上
限
を
い
う
。）
を
登
録
定
員
の
二
分
の
一
か
ら
十
五
人
ま
で
の
範
囲
内

と
す
る
こ
と
。

　

三 　

当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
居
間
及
び
食
堂
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十

七
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
居
間
及
び
食
堂
を
い
う
。）
は
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
う
る
適
当
な
広
さ
を

有
す
る
こ
と
。

　

四 　

当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
従
業
者
の
員
数
が
、
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
が
提
供
す
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
を
通
い
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
及
び
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
基
準
条
例
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
生
活
介
護
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
、
条
例
第

二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
条
例
第
三
十

六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
区
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
立
訓
練
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
障
害
者
及
び
障
害
児
の
数
の
合
計
数
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
お
け
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

基
準
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

　

五 　

条
例
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
障

害
児
に
対
し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
障
害
児
入
所
施
設
そ
の
他
の
関
係
施
設
か
ら
必
要
な
技
術

的
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

２ 　

条
例
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
が
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
事

業
所
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
節
（
第
四
十
八
条
（
第
十
八
条
（
第
一
項
及
び
第
四
項
を
除
く
。）、
第

三
十
五
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
部
分
に
限
る
。）
を
除
く
。）
の
規
定
は
、
当
該
指
定
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

　

第
六
十
三
条
中
「
、
第
三
十
八
条
中
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
前
条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者

の
勤
務
の
体
制
」
と
」
を
削
る
。

　

第
六
十
六
条
中
「
、
第
五
十
条
」
を
「
か
ら
第
五
十
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

河
川
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
五
号

　
　
　

河
川
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

河
川
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

　

（
河
川
産
出
物
採
取
料
の
分
割
徴
収
）

４ 　

条
例
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
産
出
物
採
取
料
の
分
割
徴
収
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
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一
の
許
可
に
係
る
河
川
産
出
物
採
取
料
の
総
額
に
当
該
河
川
産
出
物
採
取
許
可
の
期
間
の
初
日
の
属
す
る
年
度
中
の

当
該
河
川
産
出
物
採
取
許
可
の
月
数
（
当
該
期
間
の
初
日
が
月
の
初
日
以
外
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
の
初

日
の
属
す
る
月
を
一
月
と
す
る
。）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
河
川
産
出
物
採
取
許
可
の
月
数
（
当
該
期
間
の
初
日

が
月
の
初
日
以
外
の
日
で
あ
る
と
き
は
当
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
を
一
月
と
し
、
当
該
期
間
の
末
日
が
当
該
日
の

属
す
る
月
の
初
日
か
ら
当
該
期
間
の
初
日
に
応
当
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
と
き
は
当
該
期
間
の
末
日
の
属

す
る
月
を
含
め
な
い
も
の
と
し
、
当
該
期
間
の
末
日
が
当
該
日
の
属
す
る
月
の
当
該
期
間
の
初
日
に
応
当
す
る
日
か

ら
当
該
月
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
と
き
は
当
該
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
を
一
月
と
す
る
。）
で
除
し
て
得
た
額

又
は
当
該
除
し
て
得
た
額
を
当
該
河
川
産
出
物
採
取
料
の
総
額
か
ら
差
し
引
い
た
額
が
五
十
万
円
を
超
え
る
場
合
で

あ
っ
て
、
河
川
産
出
物
採
取
許
可
を
受
け
た
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
と
す
る
。

　

一 　

中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
中
小
企
業
者
に
該

当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　

二 　

直
近
の
年
又
は
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
上
の
流
動
資
産
の
合
計
金
額
の
当
該
貸
借
対
照
表
上
の
流
動

負
債
の
合
計
金
額
に
対
す
る
比
率
が
一
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
。

　

三 　

直
近
の
年
又
は
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
上
の
流
動
資
産
（
現
金
及
び
預
金
に
限
る
。）
の
金
額
が
、

当
該
許
可
に
係
る
河
川
産
出
物
採
取
料
の
総
額
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
。

５ 　

条
例
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
産
出
物
採
取
料
の
分
割
徴
収
の
措
置
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
分
割
納
入
申
請
書
（
様
式
第
二
十
二
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　

二 　

国
土
交
通
大
臣
又
は
仙
台
市
長
の
許
可
に
係
る
河
川
産
出
物
採
取
料
に
あ
っ
て
は
、
許
可
を
受
け
た
年
月
日
及

び
許
可
の
番
号

　

三　

分
割
徴
収
を
申
請
す
る
理
由

　

四　

希
望
す
る
分
割
回
数

６ 　

知
事
は
、
分
割
徴
収
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
は
、
前
項
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
毎
回
の
納
付
す
べ
き
金
額
、

毎
回
の
納
付
の
期
限
及
び
分
割
納
付
を
完
了
す
べ
き
期
限
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
が
五
十
万
円
を
超
え
る
年
度
の
最
初
に
納
付
す
べ
き
金
額
は
五
十
万
円
以
上
と

し
、
毎
回
の
納
付
の
期
限
は
お
お
む
ね
三
月
以
内
と
す
る
も
の
と
す
る
。

　

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十

一

附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
分
割
徴
収
の
申
請

一
部

　

様
式
第
二
十
一
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
22号

（
附
則
第
５
項
関
係
）

河
川
産
出
物
採
取
料
分
割
納
入
申
請
書

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
殿

申
請
人
　
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
下
記
の
と
お
り
河
川
産
出
物
採
取
料
の
分
割
納
入
を
し
た
い
の
で
，
申
請
し
ま
す
。

記

１
　
許
可
を
受
け
た
年
月
日
及
び
許
可
の
番
号

２
　
分
割
納
入
を
申
請
す
る
理
由

３
　
希
望
す
る
分
割
回
数

４
　
添
付
資
料

　
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
資
料

　
⑴
 　
中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
38年

法
律
第
147号

）
第
２
条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
中
小
企
業
者
に
該

当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　
⑵
 　
直
近
の
年
又
は
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
上
の
流
動
資
産
の
合
計
金
額
の
当
該
貸
借
対
照
表

上
の
流
動
負
債
の
合
計
金
額
に
対
す
る
比
率
が
一
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
。

　
⑶
 　
直
近
の
年
又
は
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
上
の
流
動
資
産
（
現
金
及
び
預
金
に
限
る
。）
の

金
額
が
，
当
該
許
可
に
係
る
河
川
産
出
物
採
取
料
の
総
額
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
。

備
考
　
１
 　
「
許
可
を
受
け
た
年
月
日
及
び
許
可
の
番
号
」
は
，
国
土
交
通
大
臣
又
は
仙
台
市
長
の
許
可
に
係
る

河
川
産
出
物
採
取
料
の
場
合
の
み
記
載
す
る
こ
と
。

　
２
　
「
希
望
す
る
分
割
回
数
」
は
，
２
回
か
ら
４
回
ま
で
の
範
囲
内
で
記
載
す
る
こ
と
。

　
３
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
お
い
て
は
，
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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